
編集・発行　医療法人杏和会 阪南病院　地域医療連携室＆総務課広報「光・風・緑」チーム�

深 井�

上野芝
�

津久野
�

鳳�

泉ヶ丘
�

泉
北
2
号
線
� 阪南�

病院�

泉
北
１
号
線
�

常盤浜寺線�

泉
北
高
速
鉄
道
�

ＪＲ阪和
線�

阪和自
動車道

�

堺泉北有料道路�

小　阪�大黒橋�

料
金
所� 堺�

JCT

堺�
I.C

病　床　数�

看 護 体 制 �

診　療　科　目�

関連施設ご紹介�

外来診察時間／９：００～１２：００（受付は１１:３０まで）�

●訪問看護ステーションふれあい�
●居宅介護支援事業所�
●ヘルパーステーションはんず�
●ケアホーム／こもれび・青空・つばさ・そよかぜ�
　堺市中区八田南之町２７７ 阪南病院内 ‡０７２-２７８-０３８１�
●ケアホームあんずの郷�
　堺市中区八田北町３０９　‡０７２-２７８-２２３３�
●地域生活支援センターゆい�
　堺市中区深井東町３１３４　‡０７２-２７７-９５５５�

■外来診察表�

人�
最�
光�
地�
信�

権を重んじ、患者さんやご家族の「心のふるさと」になれるよう、患者さんの立場に
立ったやさしい医療をおこないます。�

新の医療知識と技術を身につけ、予防から急性期治療・リハビリテーション・在宅支援
まで継続的な質の高い医療を提供します。�

�
と風と緑」にあふれた、安全で快適な療養環境を提供します。�

域の拠点病院として、行政機関や病医院・地域の方 と々連携し、保健・医療・福祉に
貢献します。�

頼される医療サービスを提供するために、経営の健全化につとめ、すぐれた医療従
事者を育てます。�
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●精神科　●心療内科　●内　科�

医療機関からの入院･転院のご相談は�
地域医療連携室で承ります。�
‡072-278-0381　5072-281-6615

専門外来（睡眠･小児･往診･女性･物忘れ･口腔）は予約制です�

●精神科救急入院病棟９９床（B１,C１病棟）�
●精神科急性期治療病棟６０床（E１病棟）�
●亜急性期病棟１２０床（B２,C２病棟）�
●メンタルケア病棟５１床（E３病棟）�
●リハビリ病棟６０床（E２病棟）�
●老年期精神疾患病棟１２０床（D１,D２病棟）�
●合併症病棟６０床（D３病棟）　�
●精神療養病棟１２０床（F２,F３病棟）　計６９０床�
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看護師比率７０％以上・看護補助１０:１�

　日本ストレスケア病棟研究会より、会長である

不知火病院徳永雄一郎院長にお越し頂き、講演

＆ワークショップを開催いたしました。�

　当院も準会員として研究会に登録していますが、

当院のメンタルケア病棟運営の参考にと、今回

研究会へセミナーのご依頼をさせて頂きました。

不知火病院のストレスケア病棟「海のみえる病棟」

は全国から患者さんが集まる大変有名な病棟です。

治療においても、OTやPTの積極的関わりはもと

より、専属のカウンセリングナースを配置し、患

者さん個々のニーズに沿った援助や働きかけを

行います。PSWを主体としたリ･ワークプログラ

ムでは企業との連携や情報共有などを行いつつ

復職へ向けた援助を展開します。これら入院から

復職に至る組み立てが明確で、豊富なプログラム、

濃密なマンパワーを持って治療に取り組んでい

る現状を細かく、そして分かりやすくお話くださ

いました。また、ストレスケア病棟「海のみえる

病棟」は急性期治療病棟の認可を受け機能して

いますが、近年、50代を中心とした従来のうつと

は違い、30代を中心とした若者に多い自己愛型

うつ病が増えているとのこと。傷つくことへの恐

れから発する攻撃性や依存性といった特徴を持ち、

当該病棟では全体の9割を占めるといいます。�

　こういった患者さんには、従来の抗うつ剤と休

養だけでは治療が難しく、安全で安心感のある治

療・看護カウンセリングを必要とします。チーム

医療を駆使し治療を展開する状況や、治療アプ

ローチについて大変興味深いお話をお伺いする

ことができました。 �

 �

�

「日本ストレスケア病棟研究病棟研究会」講演会講演会�「日本ストレスケア病棟研究会」講演会�
●椿(つばき)科。  学名  Camellia sasanqua                     

　冬の彩りさざんかが美しい時期です。�

●開花時期は、10/10頃～翌2/10頃。花の少

ない晩秋から初冬にかけて、朝夕の冷たい空

気に誘われるように咲き出します。                     �

●日本が原産地。江戸時代に長崎の出島のオ

ランダ人医師がヨーロッパに持ち帰り西欧で

広まりました。�

　11月半ばから急に冷え込みが厳しくなりまし

た。このさざんかは冷たい陽の光を浴び凛と

咲いている姿が冬の花らしいところ。写真よ

りもう少し色の薄いピンクの花も咲き出します。

これからが見頃です。�

日本医療機能評価機構認定病院�

愛の心で医療に奉仕を　　和の心で総力一致を　　励む心で創意工夫を�理念�

〒599-8263 大阪府堺市中区八田南之町２７７番地 ‡（072）278-0381 5（072）277-2261 URL http://www.hannan.or.jp
日本医療機能評価機構認定病院�



おくすりを飲んでいるときは、お酒飲んだらダメ？�おくすりを飲んでいるときは、お酒飲んだらダメ？�

◆
「
く
す
り
」
と
「
く
す
り
」
に
飲
み
合

わ
せ
の
注
意
が
あ
る
よ
う
に
、「
く

す
り
」
と
食
べ
も
の
や
飲
み
物
、ま

た
は
嗜
好
品
な
ど
の
あ
い
だ
に
は
、

一
緒
に
食
べ
る
の
を
避
け
た
方
が
い

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

◆
食
べ
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、「
く
す
り
」

の
作
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
や
、

副
作
用
が
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。�

◆
た
と
え
ば
、納
豆
は
健
康
食
品
の
代

表
で
も
あ
る
の
で
す
が
、心
筋
梗
塞

や
脳
梗
塞
の
「
く
す
り
」
ワ
ル
フ
ァ

リ
ン
を
飲
ん
で
い
る
人
に
は
、ち
ょ

っ
と
問
題
が
あ
り
ま
す
。�

納
豆
に
は
、ビ
タ
ミ
ン
K
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、こ
れ
は

血
液
を
固
め
る
作
用
が
あ
り
、

血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す
る
ワ

ル
フ
ァ
リ
ン
の
働
き
を
阻
害
す

る
た
め
で
す
。ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ほ
う
れ
ん
草
に

も
含
ま
れ
ま
す
が
、納
豆
だ
け

が
も
ん
だ
い
に
な
る
の
は
、
納

豆
菌
は
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を

次
々
と
作
る
か
ら
な
の
で
す
。�

お
酒
と
一
緒
に
「
く
す
り
」
を
服
用
す

る
と
、「
く
す
り
」
の
効
果
が
強
く
出
た

り
、思
わ
ぬ
副
作
用
が
出
た
り
し
ま
す
。�

「
く
す
り
」
を
服
用
中
は
、お
酒
は
原
則

的
に『
禁
止
』
で
す
。�

お
薬
の�

飲
み
方
と�

注
意
点�

9

おくすり教室�

　
１０
月
1
日
、当
院
B
1
病
棟
が
、ス
ー
パ
ー

救
急
（
精
神
科
救
急
）
病
棟
の
認
可
を
受
け
ま

し
た
。�

　
昨
年
5
月
に
認
可
を
受
け
た
C
1
病
棟
に

続
く
も
の
で
、当
院
で
は
2
棟
目
の
ス
ー
パ
ー

救
急
病
棟
と
な
り
ま
す
。�

　
救
急
医
療
は
地
域
の
要
請
も
高
く
、当
院
で

は
こ
れ
ま
で
ス
ー
パ
ー
救
急
と
急
性
期
治
療
の

計
3
病
棟
が
日
々
の
緊
急
措
置
や
応
急
を
含

む
入
院
受
け
入
れ
病
棟
と
し
て
機
能
し
て
お
り

ま
し
た
が
、急
性
期
治
療
病
棟
を
ス
ー
パ
ー
救

急
病
棟
に
転
換
し
、更
に
濃
密
で
質
の
高
い
治

療
環
境
を
提
供
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。�

　
も
ち
ろ
ん
、当
院
に
は
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
病
棟

も
あ
り
、ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
へ
の
対
応
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
救
急
か
ら
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
ま
で
ど
の
領
域
で
も
良
質
で
幅
の
広
い
医

療
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も

ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。�

　
尚
、病
医
院
の
先
生
か
ら
の
ご
紹
介
は
当
院
、

地
域
医
療
連
携
室【
0
7
2
―
2
7
8
―

0
3
8
1
／
(代)
】に
て
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。�

　
特
定
給
食
業
務
向
上
を
目
的
と
し
、毎
年
会
員
病
院
で
開

催
さ
れ
て
い
る
研
究
会
。
今
年
は
当
院
に
て
分
科
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
9
月
２９
日（
月
）、１４
時
か
ら
３０
名
を
越
え
る
参
加
を
頂
く

中
、食
療
課
小
倉
副
主
任
の
進
行
に
て
ス
タ
ー
ト
。
内
容
は
、�

　
①
病
院
概
要
説
明
　
事
務
長�

　
②
講
義
「
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
」
　
診
療
部
長�

　
③
最
近
の
栄
養
補
助
食
品
ト
ピ
ッ
ク
ス（
三
嶋
商
事
株
式
会
社
）�

　
④
情
報
交
換
会�

と
１６
時
過
ぎ
ま
で
続
き
ま
し
た
。
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
の
講

義
は
、野
村
診
療
部
長
に
よ
る
、睡
眠
障
害
の
病
状
や
治
療
、

検
査
画
像
や
デ
ー
タ
な
ど
細
か
な
説
明
が
な
さ
れ
、皆
さ
ん
、

真
剣
な
表
情
で
ス
ラ
イ
ド
画
面
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、情
報
交
換
会
で
は
、活
発
な
質
疑
応
答
が
み
ら
れ
、と

て
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。�

　患者さんが楽しみにしている行事の一つに患者

さんレクリエーションがあります。�

　院内でも病棟ごとの誕生日会や、七夕、夏祭りと

いった季節行事がありますが、年に2回、春と秋に

は観光バスで、院外へレクリエーションに出かけます。�

　今回は、10月29日（水）晴天

の中、鶴見緑地へ木下大サーカ

スを見に行きました。これまでは、

みさき公園や天王寺動物園など、

のんびりと過ごせる場所を選び、

レクリエーションを行っていま

したが、最近では、若い方も増え、

USJなど少しアクティビティの高い場所を選ぶよ

うになっています。今回は公園でゆっくりとするこ

とも、迫力あるサーカスを楽しむこともでき、患者

さんにもご満足頂けたのではないでしょうか。�

　なかなか遠出する機会のない方もいらっしゃる中、

院外へのレクリエーションは皆さんとても 楽しみ

にされています。現地では散歩をしたり写真を撮

ったり、皆さん楽しそうに過ごさ

れました。�

　メインイベントの木下大サー

カスの鑑賞では、大技が決まる

たびに、歓声や拍手が起こり患

者さんも笑顔いっぱい、和やか

で楽しいひと時を過ごされました。�

�

食べ物や飲み物が「くすり」の作用に影響することもあるの？�食べ物や飲み物が「くすり」の作用に影響することもあるの？�

◆
「
く
す
り
」
と
ア
ル
コ
ー
ル

を
一
緒
に
と
る
と
、肝
臓
は
両

方
を
一
緒
に
処
理
で
き
な
い

た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
優
先

的
に
分
解
し
よ
う
と
し
ま
す
。

そ
の
分
、「
く
す
り
」
に
対
す

る
分
解
が
遅
れ
、く
す
り
は
通
常
よ
り
も
ず
っ
と
高
い

濃
度
の
ま
ま
で
肝
臓
を
通
過
し
血
液
中
に
入
り
、全
身

を
ま
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。�

特
に
…
睡
眠
薬
や
精
神
安
定
剤�

　
　
　
消
炎
鎮
痛
剤（
痛
み
止
め
、解
熱
薬
） �

　
　
　
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン（
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、か
ぜ
薬
）�

な
ど
は
、特
に
ア
ル
コ
ー
ル
と
一
緒
に
服
用
す
る
の
は
避�

け
る
。
薬
の
吸
収
が
促
進
さ
れ
、薬
の
作
用
が
強
く
出

す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
理
由
か
ら
、服
用
前

後
の
飲
酒
も
避
け
て
く
だ
さ
い
。�

記
憶
障
害
…
睡
眠
薬
の
服
用
後
の
翌
朝
起
き
て
か
ら
の

記
憶
が
障
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

睡
眠
薬
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
併
用
す
る
と
記
憶
障
害
が
現

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
睡
眠
薬
と
ア
ル
コ
ー
ル
は
絶
対

に
併
用
し
な
い
こ
と
！�

�

　10月30日（木）大塚製薬株式会社主催にて、アメリカ、アルバートアインシュタイン大学精神神経学

John･M･Kane教授の招聘セミナーを行いました。今回の講師ケイン先生は世界的にも大変高名な先

生です。精神医学関連の多くの賞を受賞し、現在も第一線で活躍されています。�

　講演内容は、「Response and Remission in Schizophrenia」。精神医療の治療と、それに用いる

薬の作用と寛解についてお話くださいました。製薬会社の主催であることから、「くすり」に関連する内

容が中心ではありましたが、抗精神病薬における治療データや、治療に重要な薬の効能と認容性のバラ

ンス、副作用など見極めた上で、患者さんそれぞれの治療を行わなければならないと、スライドを使って

細かくご説明いただきました。また、先生の身振りを交

え穏やかに話される様子が印象的でした。�

　当初、講演には70名の参加を見込んでいましたが、

興味深い内容から、開演30分後には資料が足りなくなり、

立ち見も出る状態でした。全体では90名を超える参加

者がありました。また、多目的ホールには本格的な同時

通訳のブースを設置し、分かりやすい聴講とスムーズな

質疑が実現しています。その後の懇親会にもほぼ全員

が参加し、ケイン先生を囲み和やかな会となりました。�

�


